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潜水観察による人工魚礁の実態について一ＸＶ
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Abstract

Duringｔｈｅｐｅｒｉｏｄｆｒｏｍｔｈｅ３０ｔｈｏｆＪｕｌｙｉｎｌ９８５ｔｏｔｈｅ３１ｓｔｏｆｔｈｅｓａｍｅｍｏｎｔｈ，diving

observationswerecarriedoutontheartificialreefssubmergedatthesixlocationsintheoffsea

ofKasedaCity，withthefollowinginformationsobtained．

（１）Concemingtheartificialreefssubmergedinthissea-frontitmaybesaidthatalthough

therewerealotofdifferencesamongthematerials，measures，scalesandthetimeelapsedsince

therespectivesubmergences，therewasalmostnodifferenceamongthefishgathering

effectiveness・Namely，throughthewholereefsthesortsofthefishgatheredaroundthereefs

wereasmentionedinthefollowing：attheupperlayerofthereefswecouldobservethefriesof

BluespratSP、〃ん伽”Cl伽s；SaurelTrzzcA泌池s”０１脚s；ChikengruntRz岬伽抑'"α

師"7zeZz如況；ａｎｄａｔｔｈｅｍｉｄｄｌｅｌａｙｅｒｏｆｔｈｅｒｅｅｆｓｓuchbig，sizedfishesasChikengrunt

Rz”伽秒０７?zα坑肋”"";RedseabreamsnapperCﾙrysqpA"jIs"‘Ijor;Stonebreamのj2g7zaZAz‘ｓ

如血“ＴｈｉｃｋｌｉｐｂｒｅａｍＰ伽ひγｶj"zcﾙz‘ｓＰ”z‘ｓａｎｄＦｌａｔｆｉｓｈＲｚｍ"CAZﾉhyso"”CEZ‘scouldbe

observed．

（２）Thetrademarkofthe‘goodreef'mightbefixedasinthefollowing,＠thefactthatthe

reefshouldbemorethan4minitsheight,⑤thattheconcreteblocksshouldbedepositedto

formahighhill-likefigure,＠thattheconcreteblocksshouldbesubmergedtoformasortof

congregationconsistingoftheindividualreefshavingdifferentconstructions・Ofthesethree，

thereefhavingtheshapeoftwo-headed-hillwasfixedtobethebestone，withtheexcellent

capacitytohavegathered2or3tonsofChikengruntRzmP油”o”坑肋ezzfz"7zschoolsaround

it．
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加世田市沖合海域は，薩摩半島吹上浜沖合海域の南部を占め，平坦且つ遠浅の海底地形な

がら,西方には複雑な海岸地形をもつ笠沙半島,東方には流量の豊かな万ノ瀬川の川口が夫々

存在するため栄養塩類が豊富であり，魚群の来遊量の非常に多い海域となっている．一方，

人工魚礁は昔から数多く設置されているため，多くの有用魚群が婿集し，優れた魚礁漁場が

随所に形成されている．今回，これらの人工魚礁の中から特徴のあるものを選び，潜水観察

を実施したのでその結果について報告する．

設置の概要と観察方法

当海域の人工魚礁（以下魚礁と呼ぶ）は，加世田市の資料によると，昭和37年より昭和６０

年にかけ25個所に設置されている（Tableｌ)．これらの魚礁を種類別にみると，並型魚礁の

コンクリートブロック（以下ブロックと呼ぶ）が23個所，個数にして１ｍ角ブロック1647個，

1.5ｍ角ブロック732個，その他24個（1.5ｍ角ブロック換算，524個）となっている．

今回調査した魚礁は上記の魚礁群の中から，経過年数及び利用度の点においてかなりの差

Ｒｅｅｆ

Table１．ＴｈｅｓｔａｔｅｏｆａｒｔｉｆｉｃｉａｌｒｅｅｆａｔｔｈｅｏffseaofKasedaCity．

Material

Concreteblock

〃

〃

〃

Concreteblock

Concreteblock

〃

〃

Ｎｕｍｂｅｒ

６０

８０

１２３

７８

173

198

214

192

Concreteblock３０２

〃２２７

〃 １０６

〃 １３０

〃 １４８

ケ１４９

〃１３４

〃３６

〃１０

〃２９

〃 １０

〃（Othertype）

Size（、）

1.0×１．０×１．０

〃

〃

〃

1.0×１．０×１．０

1.0×１．０×１．０

〃

〃

１．０×１．０×１．０

〃

１．５×１．５×１．５

〃

〃

〃

〃

〃

３．２５×３．２５×３．２５

１．５×１．５×１．５

３．２５×３．２５×３．２５

110㎡×４

SettingyearDepth(、）

'960

1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

1971

1972

1973

1975

1976

1978

1979

1980

1981

1983

〃

1984

〃

〃
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Fig.１．Showingtheresearchingpointsoftheartificialreef（△)，bottommaterials（＠）
andoceanographicobservation（、’○)．

7１

のある６個所の魚礁を選択した．魚礁の潜水観察は昭和60年７月29日より８月１日にかけ２

人の潜水士により行い，魚礁の形態，埋没，付着生物及び帽集魚の状態について調べた．ま

た本学調査船はるかにより，８月１日，周辺の海域において漁場観測を実施した（Ｆｉｇ．１)．

結 果

１．魚礁の潜水観察

（１）Ｋ－１魚礁（Ｆｉｇ．２，Table２，Ｐｌａｔｅｌ）

万ノ瀬川の川口の北西方約4800ｍ，水深26ｍに設置されている１ｍ角ブロック魚礁である．

その形態は最大長25ｍ，頂部の高さ約４ｍの１山型をなしている．古い魚礁で，殻長約５ｃｍ

のカキ，約３cmのフジツポの他，高さ約20cmのオウギウミヒドラやウミトサカを始め，高さ

が50cm以上もあるヤギ類など腔腸動物も豊富に付着している．また大量の捨網がみられる．

なお埋没は約20cm，洗堀は魚礁の南東側において深さが20cm程度進捗している．

魚群の帽集状況は極めて密度が高い．Ｆｉｇ．２の側面図（右図）に示すように，上層より

体長５～７cmのイサキの幼魚の大群，その下層に体長約５cmのマアジの幼魚の大群が見られ

た．この両群の占位空間は魚礁上12～15ｍの高さまで及んでいる．マアジの幼魚群の外方に

は，体長３～４cmのキビナゴ群が活発に遊泳している．魚礁の直上には体長約５cmのネンブ

ツダイ群と体長25～30cmのイサキの成魚群が見られた．これらの各群は図示するように明瞭

に棲み分けがなされている．その状態は写真（Ｐｌａｔｅｌ）でもみることが出来る．魚礁の内

外にはイシダイ，コロダイ，ツバメウオ，ヨコスジフエダイ，ホウセキハタ等の大小様々の

多くの魚群が蛸集していた．また魚礁の周辺には，体長15～20cmのキス及び７～８cmのチダ

イの大群が見受けられた．
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(2)Ｋ－２魚礁（Ｆｉｇ．３，Table２，Ｐｌａｔｅｌ～Ⅱ）

前述のＫ－１魚礁より約1500ｍ岸寄りの水深24ｍに設置されている魚礁で，１辺の長さが

Ｐｌｑｎｅｖｉｅｗ ＳｉｄｅＶｉｅｗ

、
Ｎ

■

/|、
ｌ

ｌｉ５ｍ

Ｆｉｇ．３．

Ｉ 画
』
一

、
一
〆

２５ｍ

畠

、
｜
〆、

２５ｍ

Ｆｉｇ．２． SchematicgatheringconditionaroundofK-lreef
lllWi：HI7zz”s”o加α姉"'zgatz"?２ Ｖ：Ｅ””s”o7zica
蕊：野zzcAz"ＷＳ”0"ic"ｓ Ｌ：Ｌ"加”ｓｚﾉz”

蕊："qgひ〃s2”""ｇａｆ"ｓ Ｓ：Siiﾉ姥0”o"たα
“：砂、彫肋雄s”o7zi“ Ｅ：邸i"ゅﾙβんＳｃﾙZomsjgｼ7zα

蕊:”c"派ｈｙ,,cﾉh"sがα幽ｓ Ｐ：涙/上z畝Jcヵz”α"ｓ

霧：Ｑｐ姥刀αｵﾙ郷允s”雌ｓ 鶴：Renouncednet

Y÷Youngｆｉｓｈ

ＰＬｄｎｅＶｉｅｗ ＳｉｄｅＶｉｅｗ

鹿児島大学水産学部紀要第35巻第１号（1986）

SchematicgatheringconditionaroｕｎｄｏｆＫ－２ｒｅｅｆ．
□：Concreteblocklm3 ◎：Concreteblock（1.5ｍ)３
□：Concreteblock（3ｍ)３。:｡：Stonereef

輔：恥ｒａｔｅ"･雄s”｡"i“ 瀞：Ｔｼzz‘ｈ"､s”｡"icz‘ｓ
霧：Ｒz”ris”o加α””α” 蕊：Apqgり”s”漉"eα“
ｃ：chrysqpA7りＡｓ加幻ｏｒ Ｊ：Ｒz”j”s”0"i“

Ｍ：”Zio77zac7･Ocゅｈα〃ｓ Ｇ：Ｇ,ﾉ”〆ﾙo7zzJc〃ぬ肋

萎：砂hyrae"αSCA/eg醜護：ｓ”ﾙα"｡〃iscir7h”
Ｙ：Youngｆｉｓｈ

５０ｍ

白

１０ｍ

↓

/ハ

４０ｍ

１５ｍ

色

Ｆ
■

kⅡ

ＹＹＹ



Ｒz”油吻”棚加”如加
〃

71rzzc伽･z4s”０匁加ｓ

砂、陀肋雄s”O"jbuS

ApQg”sg7?zj肋”“

CやZもgﾌ2‘z鋤z‘s血血如ｓ

Ｐ伽ｏ７ｶy7zc伽ｐ〃z4s

PZaz“が"”“

坤加"ﾙg伽ｃｈｊｂ７℃sjgｿ72α

L"加匁zJs””

邸ZZ‘zgD””"

Ezlwz城”0""

肥後・西野・大毛・吐師：人工魚礁の実態について一ＸＶ

Largeschool
School

Largeschool
School

Largeschool
lO

１０

１

１
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１，，１．５ｍ及び約３ｍの３種のブロック群と割石よりなる複合型の魚礁である．この４種

の魚礁群は，Ｆｉｇ．３に示すように，４０×60ｍの範囲内に設置されている．このうち１ｍ角

ブロック魚礁は広く散在，１．５ｍ角ブロック魚礁は１個所に集中し，その形態は３段多山型

をなしており，最高部の高さは４ｍ余りである．割石魚礁は北端に位置し，楕円形状のｌ

山型で高さは約１ｍである．従ってこの魚礁は構造の異なる単体の集合体であり，全体的に

みて，高さの低い割合に起伏の大きい魚礁となっている．埋没は単体で散在している１ｍ角

ブロックに顕著に進捗しており，その深さは約30～40cmである．洗堀は魚礁群の南西側に存

在している．付着物は１ｍ角ブロックに大型のフジツボやオウギウミヒドラが認められた．

婿集魚の状態はＦｉｇ．３及びＰｌａｔｅｌにみるように豊富である．特に1.5ｍ角ブロックよ

り割石魚礁にかけて，多くの魚種が夫々濃密な群を形成している．魚礁の上層にはイサキ，

マアジ，キビナゴの幼魚群が図示するように棲み分けして占位，また魚礁直上にはイサキ，

カマス，ネンブツダイの成魚群が群泳していた．魚礁周辺にはカワハギ，マダイ，クロダイ，

イシダイ，コロダイ等の大型魚が観察された．これらの魚種のうち魚礁周辺に大群をなして

占位しているイサキの魚群量は約２トンと推定される．また魚礁の側方にみられた体長約

25cmのイシダイはいずれも標識をつけており活発に遊泳していた.これらの魚群の婿集密度

Ｒz”伽伽77zα師肋””"
〃

乃zz伽γ邸s”0"cz4s

Spm彪肋伽””cz‘s

Sphyraenaschlegeli

ApQgり〃sg77z伽ezztz心

S”肋"o”たｃｊγγﾙi/１２７２

ＣﾙｧysQpﾙ7zjAs77zα"ｒ

ＭＩ肋772αc、”加如

P〃℃”伽cﾙ“がcrzjs

Qpj‘ｇ７ｚａ娩猫如伽z‘ｓ

Ｇ"２７２０幼ｏｍｊＣ虎勉zﾙ０

Ｈｚ”〃z4s”o7zjcz4s

１
１
ｌ
ｌ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
０
０
Ｏ
Ｏ
Ｏ

ｌ
ｌ

効
効
効
効
Ⅷ
皿
皿
仙
効
Ｏ
０
２
０

ｈ
ｈ
ｈ

呼
辱
聯
聯
馳
艶
艶
刈
刈
２
２
１

ａ
ａ
ａ
ａ

ｍ
ｍ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｓ

Ｋ－２ ５～７

３０

５

３～４

３５

７～８

１８～2０

４０

４０

４５

２５

１００

１８～2０



7４ 鹿児島大学水産学部紀要第35巻第１号（1986）

の最も高い部位は1.5ｍ角ブロック魚礁の周辺で，そのブロック内の底部には体長約40cmの

マダイとクロダイの群や体長18～20cmのイセエビ約１０尾を認めることが出来た．

（３）Ｋ－３魚礁（Ｆｉｇ．４，Table３，ＰlateⅡ）

万ノ瀬川の川口の北西方約2400ｍ，水深23ｍに設置されている割石魚礁である．その形態

は12×15ｍの略楕円状，高さは約１ｍといった小さい規模のものである．埋没及び洗堀の現

象はみられない．付着生物は殻長約２cmのフジツボを所々に認めた．

帽集魚の状況はＦｉｇ．４に示すようにかなり豊富で，魚礁の高さが約１ｍであるにもかか

わらず婿集魚群の占位空間は礁上20ｍにも及ぶ，上層よりキビナゴ，マアジ，イサキの成魚

群が夫々大群を形成し，礁上には幼魚のイサキ群とネンブツダイ群が占位していた．割石の

中にはウツボ２尾を認めた．

（４）Ｋ－４魚礁（Fig.５，Table３，ＰlateⅢ）

Ｋ－ｌ魚礁の西北西方約1100ｍ，水深31ｍの45瀬と云われる魚礁で，１．５ｍ角ブロックより

なる．設置形態はＦｉｇ．５に示すように，３段積みと１段の２山型をなしている．埋没は北

面が20cm程度，洗堀はほとんど認められない．付着生物はフジツボ，カキの他，ウミトサカ，

オニトサカ，オウギウミヒドラ等がみられた．

魚群の帽集状況は，Ｆｉｇ．５に示すようにかなり豊富である．上層よりキビナゴ，マアジ，

イサキの大群が棲み分けして夫々に占位している．この他魚礁の上方にネンブツダイ，その

周辺にコロダイ，ヨコスジフエダイ，イシダイ，ヒラメ，その内部にマダイ，クロダイ，ホ

ウセキハタ等を多く認めることが出来た．魚礁の略中央に当るブロック間は，凹みの効果'）

を発揮して高い魚群密度を形成しており，約３トンと推定されるイサキの主群の他に，ネン

ブツダイやヨコスジフエダイ等多くの魚群を集めている．なお４段積みのブロック群の北面

はブロック面の傾斜が急で吾智網の好漁場となっているが，捨網もかなり多くみられた．
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万ノ瀬川の川口の西北西方約7500ｍ，水深33ｍに位置している１ｍ角ブロック魚礁である．

その設置形態は南北方向に長さ45ｍに亘って６個所のブロック群が３～５ｍ間隔に連なって

いる．このうち南側の２個所のブロック群は２段積みである．埋没は30～40cm，洗堀はみら

れない．付着生物は殻長約３cmのフジツポが全面にみられる他，高さ約１ｍのオニトサカを
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7６

Ｆｉｇ．６．

始めオウギウミヒドラ，ウミマツ，イソバナ，イソギンチャク等が数多く付着していた．

帽集魚の状態は豊富で，上層よりイサキ（推定約３トン）の成魚，キビナゴ，マアジ（推

定約２トン）がＦｉｇ．６に示すように棲み分けを行って占位し，礁上にはイサキの稚魚やネ

ンブツダイの群，魚礁の周辺にはクエ，イシダイ，ヨコスジフエダイ，コロダイ等の大型魚

がかなりの尾数認められた．なおこれらの魚群の帽集密度は２段積みの２個所のブロック群

の周辺において高くなっていた．
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（６）Ｋ－６魚礁（Ｆｉｇ．７，Table４，ＰlateⅣ）

万ノ瀬川の川口の西方約5000ｍ，水深27ｍに位置している魚礁で，１ｍ角ブロック群，円

筒型ブロック群及び割石魚礁よりなる．魚礁の形態はＦｉｇ．７に示すように，１ｍ角ブロッ

クは分散型で20×30ｍの範囲に，円筒型ブロックはその東方に細長い形で分散，割石魚礁は

両者の略中央部に夫々設置されている．埋没は魚礁の外側に在るブロック群が深さ20～50ｃｍ

進捗している．付着生物はオウギウミヒドラ，ホヤ等の他海藻類がみられた．

蛸集魚の状態は豊富で，魚礁の上層に体長３～４cmの小アジの大群，礁上に体長30～35ｃｍ

のイサキの成魚と体長３～４cmの稚魚の両群が混棲していた．魚礁の周辺にはネンブツダイ，

ヒラメ，コロダイ，イシダイ，フエダイ，ホウセキハタ，カワハギ，クロダイ，メバル，イ

ラ，イセエビなどが数多く帽集していた．なおイシダイは体長40～50cmと25cmの２群に分か

れるが，このうち25cmの小型群は標識魚であった．またヒラメは魚礁の上面もしくは周辺の

砂地に占位しており，イセエビも数多く認められた．なお魚礁の西側には図示するように大

量に網が羅網しており，網の上方にはコロダイ群，網の中の魚礁にはイセエビが棲み付いて

いた．

２．漁場観測

Ｆｉｇ．１に示す20点において採泥，２２点において測温と採水を行い，魚礁漁場の環境状況

を検討した．
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（１）底質

採泥はエクマンバーヂ採泥器により，深さ約３cmの表層の試料を採取し，実験室において

ピペット法とエミリー管法により粒度分析を行った（Table５，Ｆｉｇ．８)．
当海域の底質分布は，図示するように，略均質の砂質部より形成されていることがわかる．

但し笠沙町の沖合より万ノ瀬川口沖合にかけては，東方に模状に張り出している20％のシル

ト質の含まれる砂質部があり，この水域においては泥質の含有量がやや多くなっている．ま

た万ノ瀬川口から大浦沖にかけては砂質量の多い90％以上の砂質底となっている．

粒度組成は粒度分析の結果をもとに，中央粒径値（ｊＷｊ)，淘沙度（ぴゆ）及び歪度（Sル

＃）の各等値線図を作成した．その結果，ＺＷｊ値は万ノ瀬川口以南域において略３～3.5,

またその北方域において2.5～3.0の値であり，特に早い流れのないことを示している．淘沙

度の値はほとんど1.0以下，特に沿岸部では0.5以下と略全域に亘って淘沙良好であり，底質

の粒度組成が潮流の強さと調和していることを示している．歪度はほとんどの採泥点におい

て＋0.2～-0.2の値を示し，略平均的な歪度であることがわかる（Ｆｉｇ．８)．

Table５．．ParticlesizemeasurementsofbottｏｍｓｕｒｆａｃｅｄｅｐｏｓｌｔｓａｔｔｈｅｏｆｆｓｅａｏｆKasedaCity．

StationNo

Mediandiameter

Meandiameter

Sorting

Skewness

StationNo

Mediandiameter

Meandiameter

Sorting

Skewness

Nｏｍｏ

Ａ－１ Ａ‐・２ Ａ・・３ Ａ・４ Ａ－５ Ｂ－ｌ Ｂ－２ Ｂ－３ Ｂ－４ Ｂ－５

１．６８ 3．３５ ３．０９ 3．４４ ３．２１ 2．ユ６ ３．０５ 3．２６ 3．４０ 3．０９

1．５４ 3．３４ 3．４４ 3．５０ ３．３３ 2．２１ ３．１０ 3．３５ 3.5ユ 3．２８

０．８６ 0－６６ ０．６８ 0．４５ ０．５３ 0．８１ ０．５８ 0．５１ 0．４９ ０．４４

－０．１６ －０．０２ ０．５１ 0．１３ 0．２３ 0．０６ 0．０８ 0．１８ 0．２２ 0．４３

Ｃ－１ Ｃ－２ Ｃ－３ Ｃ－５ Ｄ－１ Ｅ－２ Ｅ－３ Ｆ－１ Ｋ－２Ｒ Ｋ･･６Ｒ

２．５６ 3．２０ 3．０５ 3．０２ ２．７２ 2．８０ ２．９２ 2．６８

２．４６ 3．３９ 3．０３ 3．０８ 2．７４ 2．８４ 3．０３ 2．７６

0．５４ 0．４７ ０．４７ 0．３６ ０．３４ 0．３２ ０．２７ 0．３２

－．０．１９ ０４０ ・・０．０５ 0．１７ ０．０４ 0．１３ ０．４１ ０．２４

Fig.8-1．ＴｈｅｂｏｔｔｏｍｍａｔｅｒｉａｌｓａｔｔｈｅｏｆｆｓｅａｏfKasedaCity，
鍔：８０％ｓａｎｄ鍵：９０％ｓａｎｄ

2．８８ 1．６４

2．８７ 1．４８

0．６３ 1．１６

－０．０２ －０．１４

Ｒ､：ｒｅｅｆ

ｅＲｉｖｅｒ
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(2)水質

7９

漁場観測は表層(水面下１ｍ）と底層(海底上約２ｍ）において水温，塩分濃度を求めた

(Ｆｉｇ．９)．

Ｆｉｇ．９によると，先ず表層水温は28.0～29.0℃の値を示し，万ノ瀬川沖合でやや低温と
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ｅＲＩＶｅｒ

ザ

NＯ

Ｆｉｇ．9-1．Thedistributionofsalinityonthebottom．

Ｕ【

ｅＲｉｖｅｒ

-認

ザ

Nｏｍｑ

Ｆｉｇ．9-2．Thedistributionofwatertemperatｕｒｅｏｎｔｈｅｂｏｔｔｏｍ．

なっている．底水温は北方より低水温の水塊が模状に強く張り出し，万ノ瀬川口から小湊漁

港沖合にかけて形成されている高温部に対応している．塩分は表層では略等鹸状態となって

いるが，底眉では北方域で36%｡以上，小湊漁港沖合と万ノ瀬川口付近で夫々34%･以下の値を

示し，両域の塩分差はかなり大きな値となっている．

考 察

研究の対象とした６個所の魚礁は，漁場的性格，種類，設置形態が夫々異なっており，次

のように分類出来るようである．

(1)漁場的性格による分類

利用度；高い魚礁……Ｋ－５魚礁，低い魚礁……Ｋ－６魚礁

経過年数；古い魚礁……Ｋ－３魚礁，新しい魚礁……Ｋ－２魚礁

漁業者が注目している魚礁；Ｋ－１魚礁，Ｋ－４魚礁

(2)種類別による分類

正六面体コンクリートブロック……Ｋ－１，Ｋ－４魚礁

割石……Ｋ－３魚礁
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正六面体コンクリートブロック＋割石……Ｋ－２魚礁

正六面体コンクリートブロック＋円筒型コンクリートブロック＋割石……Ｋ－６魚礁

(3)コンクリートブロックの寸法別による分類

１ｍ角……Ｋ－１，Ｋ－５魚礁，１．５ｍ角……Ｋ－４魚礁，１ｍ角十1.5ｍ角十約３ｍ角

……Ｋ－２魚礁，１ｍ角十円筒型……Ｋ－６魚礁

(4)設置形態別による分類

１山型……Ｋ－１魚礁，２山型……Ｋ－４魚礁，多山型……Ｋ－５魚礁ヅ上面の凸凹型

Ｋ－２魚礁，Ｋ－６魚礁，上面の平滑型……Ｋ－３魚礁

研究の対象とした魚礁は，上述のように師様々の要素をもつ変化に富んだものであるが，

魚群の帽集構造は類似したものが多く，特に全ての魚礁において，キビナゴ，マアジ，イサ

キの３種の魚種の稚魚が魚礁上の高く広い空間に互いに棲み分けして占位している現象を確

認した．この各魚群の棲み分けの状態はＰｌａｔｅｌの水中写真でも鮮明に示されている（Ｋ－

２魚礁)．キビナゴの占位空間は，一般に最も高いが（Ｋ－３，Ｋ-４魚礁)，時にマアジ群の

下層（Ｋ－５魚礁）及び魚礁直上（Ｋ－２魚礁）まで沈下することがある．マアジは大体にお

いて礁上３～５ｍの層に占位する．イサキは幼魚が上層に，成魚が魚礁付近に群泳する場合

が多い．この場合，幼魚はキビナゴやマアジより上層に占位する場合が多い（Ｋ－１，Ｋ－２，

K-５魚礁)．魚礁周辺の魚類相は淘に豊富で特に大型魚が多い．最も帽集規模の大きいもの

はイサキで，体長は25～30cm，推定魚群量は２～３トン（Ｋ－２，Ｋ-４魚礁）から大群（Ｋ‐

１，Ｋ-３，Ｋ-５，Ｋ-６魚礁）という言葉で表現されているように，観察した全ての魚礁に

豊富に婿集していた．コロダイは体長が50cmから１ｍに及ぶものもあり，２０～50尾が魚礁周

辺を群泳しており，また標識をつけた体長25～30cmのイシダイ（Ｋ－２，Ｋ-６魚礁）もみら

れた．この他，ほとんどの魚礁において，マダイ，ホウセキハタ，クエ，クロダイ，ヒラメ，

イラ等の高級魚が数多く観察された．このように当海域の魚礁は，礁上の広い空間をキビナ

ゴ，マアジ，イサキの稚魚群が夫々の占位空間を維持して大群を形成しており，また魚礁周

辺では，イサキの大群の他，マダイ，イシダイ等の大型魚群を混棲の形で豊富に婿集せしめ

ている点，優れた集魚能力をもつ魚礁となっている．特に優れた魚礁をあげると，頂高が約

４ｍと高いＫ－１，Ｋ-４魚礁，頂高は低いが単体の構造の異なる複数の魚礁からなるＫ－２，

K-６魚礁をあげることが出来よう．このことは当海域における魚礁は頂高の高い程，また

頂部の凸凹の多い程，魚礁効果が大きく，また同じ単体よりも構造の異なる多くの単体から

なる魚礁が優れた魚群の帽集力を有することを示唆している．既報l),2)において当海域の２

山型の魚礁群が特に多くの魚群を帽集せしめていることを報告したが，今回の観察でも同じ

現象がみられた．なお今回の潜水観察の結果からみると，魚礁の優劣は，魚礁の経過年数，

構造及び付着生物の付着量に必ずしも対応していないことを認めた．この問題については今

後更に検討を進めてゆきたい．

要 約

昭和60年７月30日より７月31日にかけ，吹上浜の南端にあたる加世田市沖合海域において，

6個所の人工魚礁を潜水観察し，魚礁の形態，埋没，付着生物，婿集魚について下記のよう
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な知見を得た．

（１）研究の対象とした魚礁は，種類，規模，経過年数の異なるものであるが，魚群の帽集

構造は類似したものが多く，全ての魚礁において，キビナゴ，マアジ，イサキの稚魚が魚礁

上の広い空間に互いに棲み分けして占位しており，また魚礁周辺には，イサキ，マダイ，イ

シダイ，コロダイ，ヒラメ等が群棲しているのを認めた．

（２）優れた集魚効果をもつ魚礁としては，頂高が４ｍとかなり高い山型のコンクリートブ

ロック魚礁と構造の異なるコンクリートブロックの集合した魚礁があげられる．中でも２山

型の形態をもつ魚礁は，２～３トンのイサキを婚集させており．優れた魚礁効果を発揮して

いる．

この研究は昭和60年度において加世田市の委託を受け実施したもので，研究の推進に当り

御協力をいただいた鹿児島県南西薩区水産業技術改良普及所及び加世田市商工水産課の関係

者に対し深い謝意を表する．また現場での研究の実施に当り並々ならぬ御助力を賜った加世

田市漁業協同組合の上村貞己組合長を始め職員並びに組合員御各位に対し厚くお礼申し上げ

る次第である．

文 献

ｌ）肥後伸夫他５名（1983）：潜水観察による人工魚礁の実態について一ＸＩ，鹿児島大学水産学部

紀要，32,207-228.

2）肥後伸夫他２名（1984）：潜水観察による人工魚礁の実態について－Ⅲ，鹿児島大学水産学部

紀要，33,133-143.
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